
有
る
の
で
、
毎
日
一
遍
づ
4

喰
べ
に
行
き
ま
す
。
今
日
は
カ
イ
ザ
ア

・
フ
リ
ド

ロ
ー
マ
滞
在
中
、
和
田
季
雄
宛
に

。ハ
リ
か
ら
校
友
会
音
楽
部
の
た
め

の
楽
譜
を
送
っ
た
旨
の
手
紙
を
出
し
て
い
る
。
十
五
年
七
月
二
十
九
日
に
は
藤

田
嗣
治
、
岡
見
富
雄
、
田
辺
孝
次
ら
と
と
も
に
世
話
人
に
な
っ
て

バ
リ
の
日
本

人
倶
楽
部
で
第
一
回
欧
美
会
（
欧
州
に
お
け
る
本
校
同
窓
会
）
を
開
い
た
。
そ

の
頃
御
厨
純
一
と
同
宿
で
あ
っ
た
こ
と
が
御
厨
の
手
紙
の
な
か
に
見
え
る
。
同

年
夏
に
は
田
辺
と
ス
ペ
イ
ソ
旅
行
を
試
み
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
イ
ギ
リ
ス

に
滞
在
し
た
。
十
月
中
ロ
ン
ド
ン
よ
り
和
田
季
雄
宛
て
の
手
紙
に
「
西
洋
の
生

活
の
方
が
事
買
上
面
白
い
筈
で
す
か
ら
、
私
で
も
モ
ッ
ト
若
い
時
分
に
や
っ
て

来
た
ら
或
は
居
据
わ
り
度
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
最
早
四
十
を
越
し
て
か
ら

は
西
洋
人
に
豹
嬰
す
る
べ
く
餘
り
に
日
本
人
に
な
り
過
ぎ
て
る
。
道
路
が
沙
漠

の
様
で
も
、
火
事
が
頻
繁
に
あ
っ
て
も
、
水
出
が
あ
っ
て
も
、
暴
風
雨
が
あ
っ

て
も
、
大
地
震
が
あ
っ
て
も
、
矢
張
日
本
が
患
し
い
。
」
と
記
し
、
文
芸
部
宛

て
の
手
紙
の
な
か
に
は
「
渡
臥
後
今
日
迄
の
所
で
は
、
古
き
物
、
東
洋
の
物
が

盆
佳
く
感
ぜ
ら
れ
候
。
殊
に
佛
蘭
西
の
現
代
の
趣
味
な
ど
は
低
級
で
日
本
で
云

へ
．
は
カ
ツ
ボ
レ
踊
り
西
洋
な
ら
チ
ャ
レ
ス
ト
ン
の
ダ
ソ
ス
の
如
き
も
の
と
同
程

度
だ
と
思
は
れ
る
。
英
國
も
大
陸
カ
プ
レ
の
し
た
所
は
好
ま
な
い
。
國
有
の
趣

味
は
大
に
氣
に
入
り
ま
し
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
十
二
月
中
ロ
ン
ド
ン
よ

り
校
友
会
音
楽
部
宛
て
の
手
紙
に
は
音
楽
に
関
す
る
こ
と
の
み
記
さ
れ
て
い

る
。
翌
昭
和
二
年
六
月
和
田
季
雄
宛
て
の
手
紙
に
は
「
白
和
〔
ベ
ル
ギ
ー
、
オ

ラ
ソ
ダ
〕
雨
國
を
経
て
北
の
方
ハ
ム
ブ
ル

グ
よ
り
伯
林
に
這
入
っ
た
の
が
一
昨

日
（
六
月
五
日
）
の
晩
昨
日
七
日
森
〔
芳
太
郎
〕
氏
の
歓
迎
を
受
け
以
来
ズ

ッ
ト
お
世
話
に
な
り
、
只
今
は
同
氏
の
お
宅
で
晩
餐
の
御
馳
走
に
預
か
ら
ん
と

し
て
居
る
所
で
す
。
獨
逸
は
さ
す
が
ビ
ー
ル
も
旨
い
が
、

か
け
た
。

お
菓
子
も
甘
い
の
が

リ
ッ
ヒ

・
ミ
ユ
ゼ
ア
ム
に
北
臥
古
聾
を
見
學
、
楡
快
且
つ
有
盆
で
し
た
。
四
五

日
し
た
ら
西
獨
逸
の
方
に
廻
り
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
再
度
イ
ギ

リ
ス
を
旅
行
し
、
七
月
二
十
八
日
。ハ
リ
に
戻
っ
た
が
、
石
田
英
一
の
手
紙
に
よ

れ
ば
、
八
月
二
日
夜
に
有
志
四
十
名
に
よ
る
森
田
の
送
別
会
が
開
か
れ
、
同
月

四
日
、
森
田
は
マ
ル
セ
ー
ユ
ヘ
向
け
て
出
発
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

森
田
は
昭
和
二
年
九
月
十
四
日
、
帰
国
届
を
出
し
復
職
。
翌
十
月
、
文
芸
部

は
歓
迎
会
を
兼
ね
て
森
田
の
帰
国
講
演
会
を
開
ぎ
、
そ
の
速
記
録
を
月
報
第
二

十
六
巻
第
四
号
に
掲
載
し
た
。

そ
の
後
、
彼
は
再
び
文
部
省
よ
り
欧
州
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
昭
和
四
年
六
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
し
、
古
写
本
絵
飾
の
調
査
を
行
い
、
帰

国
後
の
十
二
月
に
教
授
に
昇
格
。
西
洋
絵
画
史
と
英
語
の
授
業
を
担
当
し
、
同

十
九
年
の
学
校
改
革
の
際
に
退
職
し
た
。
同
二
十
年
、
戦
災
で
家
屋
、
書
籍
等

悉
く
失
っ
た
が
、
同
二
十
一
年
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
創
立
の
際
に
招
か
れ

て
校
長
と
な
り
、
同
校
が
大
学
と
な
っ
た
と
き
学
長
と
な
っ
た
。
同
四
十
一
年

死
去
。

軍
事
教
練
開
始

大
正
十
四
年
か
ら
本
校
に
お
い
て
も
体
操
授
業
の
な
か
に
軍
事
教
練
が
禅
入

さ
れ
た
。
本
校
の
体
操
授
業
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
草
創
期
の
明
治
二
十
三

入
学
後
一
、
二
年
の
問
、
徒
手
体
操
、
兵
式
体
操
を
履
修
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
以
来
「
体
操
」
の
授
業
は
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
一
般

の
学
校
と
比
べ
る
と
随
分
の
ん
び
り
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
体
操
教
官
羽
田
禎

之
進
（
明
治
三
十
四
年
S
大
正
四
年
在
職
。
教
務
掛
主
任
兼
務
）
な
ど
も
次
の

年
、
本
校
規
則
整
備
の
際
に
、

「
体
操
」
が
必
修
科
目
に
定
め
ら
れ
、
生
徒
は

②
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い
た
の
で
、
そ
の
指
導
は
穏
や
か
で
あ
っ
た
。

「
学
校
体
操
教
練
要
目
」
制
定
以
後
、
体
操
科
目
は
予
備

・
後
備
将
校
、
下
士

憫
操
は
ひ
ど
か
っ
た
、
時
間
に
行
て
み
る
と
や
っ
て
ゐ
る
者
は
極
僅
か
で
出

て
ゐ
て
も
草
の
中
に
し
や
が
ん
で
見
物
し
て
ゐ
る
。
国
民
皆
兵
役
に
服
す
る

義
務
が
あ
り
、
如
何
な
る
専
門
の
學
問
を
す
る
者
も
之
を
免
か
れ
ら
れ
ぬ
と

す
る
と
、
こ
れ
を
其
儘
放
任
し
て
置
け
ぬ
、
そ
こ
で
私
が
其
方
に
開
係
す
る

事
に
な
っ
て
、
病
氣
の
外
は
一
切
見
學
を
許
さ
ぬ
こ
と
に
し
た
で
す
、
が
、

學
校
が
學
校
だ
か
ら
他
の
や
う
に
烈
し
い
運
動
は
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
叉
多
少
興
味
も
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
海
軍
憫
操
を
入
れ
た
り
、

な
る
た
け
同
じ
様
な
事
を
や
ら
ぬ
様
に
し
て
や
っ
て
来
た
で
す
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
八
巻
第
四
号
。

（
「
訪
問
録

・
羽
田
先
生
」

明
治
四
十
二
年
十
二
月
）

体
操
教
官
の
殆
ど
は
教
務
、
庶
務
掛
あ
る
い
は
他
の
教
科
を
兼
任
し
、
し
か

も
軍
籍
に
あ
る
者
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
右
の
羽
田
は
陸
軍
歩
兵
中
尉
、
鈴
川
信

（
明
治
二
十
七
年
1
昭
和
四
年
「
体
操
」
兼
「
日
本
画
」

「図
学
」
担
当
、
教
務
掛
兼

任
）
は
同
大
尉
、
田
辺

孝
次
（
大
正
七
年
＼
昭
和
十
四
年
「
体
操
」
兼
「
東
洋
彫
刻

史
」
担
当
、
教
務
掛
）
は
同
歩
兵
少
尉
、
和
田

季
雄
（
大
正
九
年
＼
昭
和
八
年

「体

操
」
兼
「
塑
造
」
担
当
、
教
務
掛
）
は
同
中
尉
で
あ
っ
た
。

一
般
に
大
正
二
年
の

官
ら
が
担
当
す
る
こ
と
に
よ
り
軍
事
教
練
的
色
彩
を
濃
く
し
、
本
校
で
も
軍
籍

に
あ
る
教
官
を
中
心
と
し
て
体
操
授
業
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
皆

本
校
卒
業
生
で
あ
っ
て
、
本
校
の
教
育
の
特
色
、
生
徒
の
気
風
に
よ
く
通
じ
て

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
大
正
十
四
年
四
月
十
三
日
に
「
陸
軍
現
役
将
校
配
属
令
」
お
よ
び

「
教
練
授
業
細
目
」
が
制
定
さ
れ
、
学
校
内
軍
事
教
育
の
大
改
革
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
後
（
大
正
七
年
十
一
月
）
の
軍
縮
下
に
お

け
る
現
役
将
校
温
存
策
な
ら
び
に
次
期
戦
争
を
予
測
し
て
の
軍
事
予
備
教
育
充

実
策
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
軍
当
局
の
教
育
へ
の
介
入
が

大
き
く
前
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
以
外
の
全
て
の
中
等
以
上
男
子
諸
学

校
で
軍
事
教
練
が
必
修
と
な
り
、
現
役
軍
人
が
そ
れ
を
指
母
し
、
教
練
以
外
の

面
で
も
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
本
校
に
お
い
て
も
同
年

教練査閲 昭和10年（沢村吉光氏撮影）
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校庭における教練のスナップ 昭和10年頃（沢村吉光氏撮影）

同
月
二
十
三
日
に
陸
軍
歩
兵
少
佐
山
ロ
―
二
が
配
属
将
校
と
し
て
赴
任
し
、
軍

事
教
練
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
た
め
同
年
五
月
八
日
に
規
則
が
改
正
さ
れ
て
本
科

第
四
年
次
の
「
体
操
」
週
一
時
が
週
二
時
と
な
り
、
写
真
科
お
よ
び
図
画
師
範

科
第
三
年
次
の
「
体
操
」
も
同
様
に
時
間
が
増
え
た
。

こ
の
学
校
教
練
の
本
格
化
は
既
に
大
正
六
年
の
臨
時
教
育
審
議
会
の
建
議
以

来
、
政
府
が
検
討
し
て
い
た
も
の
で
、
建
議
の
趣
旨
（
紀
律
、
服
従
の
習
慣
を

つ
く
り
、
徳
育
（
（
忠
愛
心
の
養
成
）
）
の
手
段
と
も
な
し
、
ま
た
、
戦
争
を
前
提

と
し
て
強
健
な
国
民
を
つ
く
り
、
軍
事
知
識
技
能
の
一
端
を
啓
発
す
る
た
め
に

下
志
津
野
螢
演
習
宜
施
報
告

0
毎
週
教
授
時
間
数

0
毎
年
野
外
演
習
日
数

大
正
十
四
年
六
月
十
九
日
に
は
「
陸
軍
現
役
将
校
配
属
学
校
査
閲
規
程
」

（
陸
軍
省
令
第
二
十
四
号
）
が
制
定
さ
れ
、
教
練
の
成
果
を
試
験
す
る
査
閲
を

毎
年
一
回
以
上
行
い
、
査
閲
官
は
そ
の
報
告
書
を
師
団
長
に
提
出
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

本
校
に
お
け
る
教
練
は
、
先
き
に
述
べ
た
体
操
授
業
と
同
様
に
、
は
じ
め
は

余
程
安
易
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
当
時
の
生
徒
の
回
想
に
よ
る
と
、
そ
れ

は
中
学
な
ど
で
受
け
た
教
練
と
比
べ
て
驚
く
ほ
ど
ル

ー
ズ
な
も
の
で
、
教
官
も

あ
ま
り
軍
人
然
と
し
た
厳
め
し
い
態
度
で
は
臨
ま
ず
、
生
徒
の
苦
情
や
意
見
も

採
り
入
れ
、
生
徒
本
位
に
近
い
授
業
を
行
い、

生
徒
は
下
駄
や
草
履
を
は
い
た

者
も
あ
り
、
服
装
も
ま
ち
ま
ち
で
、
軍
事
教
練
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ほ
ど
遠
い
も

の
だ
っ
た
と
い
う
。

野
外
演
習
の
第
一
回
は
昭
和
二
年
九
月
に
行
わ
れ
、
各
科
四
年
生
と
図
画
師

範
科
三
年
生
が
下
志
津
で
四
日
間
、
本
科
一

、
二
、
三
年
生
が
戸
山
ヶ
原
で
一

日
の
演
習
を
行
な
っ
た
。
参
加
は
志
望
者
の
み
で
あ
っ
た
。
演
習
の
概
要
は
左

記
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
日
。

教
練
を
振
作
す
べ

し
と
す
る
。
）
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
教
練
の
内
容
は
本

校
の
よ
う
な
専
門
学
校
の
場
合
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

0
教
材
各
個
教
練
、
部
隊
教
練
、
射
撃
、
指
揮
法
、
陣
中
勤
務
、
軍
事
講

話
。

-
•

五
時
間

。

（
各
科
四
年
、
師
範
科
三
年
）
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午
前
七
時
三
十
分
廠
舎
出
稜
近
衛
歩
兵
第
一
聯
隊
の
小
隊
戦
闘
射
撃
見

九
月
二
十
二
日
（
木
）
暴

午
前
九
時
雨
園
騨
集
合
同
九
時
二
十
分
同
騨
登

同
十
一
時
頃
千
葉
縣
四
ッ
街
道
騨
着
郎
に
隊
伍
を
整
へ
野
螢
宿
泊
所
下
志

津
廠
舎
に
向
ふ
参
加
人
員
五
十
五
名
約
四
十
分
の
后
下
志
津
廠
舎
着

歩
兵
第
三
聯
隊
よ
り
寝
具
食
器
等
借
用
授
受
各
自
持
参
の
辮
営
を
使
ふ
。

午
后
一
時
舎
前
に
整
列
、
野
螢
演
習
の
第
一
作
業
と
し
て
下
志
津
飛
行
學

校
見
學
゜

午
后
六
時
夕
食
（
以
下
食
事
は
歩
兵
第
三
聯
隊
の
炊
事
よ
り
分
配
を
受
け

兵
卒
と
同
じ
物
を
用
ふ
）

夜
中
二
人
宛
交
代
に
て
不
審
番
を
な
す
等
兵
卒
に
同
じ
。

本
日
は
鈴
川
赦
務
主
任
同
行
親
し
く
状
況
視
察
、
飛
行
學
校
見
學
を
共
に

し
て
夕
刻
蹄
京
。

九
月
二
十
三
日

朝
雨
后
睛

雨
の
為
め
午
前
の
豫
定
を
愛
更
し
て
新
兵
器
（
軽
機
闊
銃
、
頂
機
闊
銃
平

射
砲
、
曲
射
砲
）
及
同
機
の
操
作
等
の
見
學
゜

午
后
は
零
時
十
分
整
列
、
歩
兵
第
三
聯
隊
第
一
大
隊
の
一
郡
學
生
義
勇
除

〔抗
〕

と
し
て
大
隊
の
到
杭
演
習
（
攻
撃
）
に
参
加
各
自
空
包
十
五
宛
使
用
中

隊
長
に
は
齋
藤
講
師
少
隊
長
以
下
各
幹
部
は
生
徒
中
よ
り
此
の
演
習
に
於

け
る
行
動
は
約
四
時
問
延
長
距
離
三
里
半
。
本
日
は
和
田
助
赦
授
束
場
見
學

九
月
二
十
四
日
（
土
）
曇

夕
刻
蹄
京
。

指
導
指
揮
官

歩
兵
中
佐
紳
保
豊
治
郎

講

師

齋

藤

幸

睛

同
十
時
半
蹄
舎
[
蹄
序
串
の
設
備
併
に
飯
盛
炊
霙
を
宜
施
す
o

〔抗
〕

午
後
は
二
隊
に
分
れ
て
小
隊
到
杭
演
習
。

夜
も
再
び
二
隊
に
分
れ
夜
間
演
習
（
攻
撃
防
禦
及
前
哨
勤
務
）
を
行
ふ
。

本
日
は
正
木
校
長
及
鈴
川
赦
務
主
任
来
場
午
前
午
后
に
一
旦
り
親
し
く
視
察

〔
マ
マ

〕

特
に
校
長
の
講
評
等
あ
共
り
二
氏
夕
刻
蹄
京
。

九
月
二
十
五
日
（
日
）

曇

早
朝
よ
り
寝
具
の
整
頓
。
室
内
掃
除
諸
物
品
の
返
納
等
を
な
し
午
前
八
時

過
廠
舎
出
翌
蹄
京
。
學
校
へ
銃
器
を
置
き
正
午
解
散
。

営
演
習
が
最
初
の
試
み
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
豫
期
以
上
の
成
績
を
畢
げ
浪

學゚

野営浪習 昭和10年頃 於習吉野（沢村吉光氏撮影）
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（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
六
巻
第
四
号
）

習
の
目
的
を
梢
完
全
に
逹
成
し
得
た
事
は
日
頃
の
神
保
中
佐
及
齋
藤
講
師
の

〔宜〕

指
導
宣
し
き
と
生
徒
諸
士
の
熱
心
な
研
讚
に
依
る
事
勿
論
で
あ
る
が
又
一
っ

に
は
歩
兵
第
三
聯
隊
将
に
第
一
大
隊
の
好
意
に
待
っ
事
が
多
い
。

尚
左
の
日
割
に
依
つ
て
各
科
一
年
よ
り
三
年
迄
の
野
外
演
習
を
戸
山
ヶ
原

に
於
て
施
行
す
。

十
月
十
日
（
月
）
各
科
三
年
（
除
師
範
科
）

同
十
二
日
（
水
）
各
科
二
年

同
十
四
日
（
金
）
各
科
一
年

な
お
、
月
報
の
同
じ
号
に
は
参
加
生
徒
の
感
想
文
も
載
っ
て
い
る
。
編
者
が

意
図
的
に
し
た
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
ら
に
よ
る
と
参
加
者
は
む
し
ろ

広
々
と
し
た
原
野
を
体
力
の
限
り
に
駆
け
回
っ
た
り
規
律
に
服
従
し
た
り
と
い

う
珍
し
い
体
験
を
楽
し
ん
だ
か
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。
野
外
演
習
は
こ
の
よ

う
に
し
て
始
ま
り
、
遠
足
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
生
徒
た
ち
に
受
け
入
れ
ら

れ
、
参
加
者
も
年
々
増
加
し
た
。

こ
の
外
に
、
軍
事
教
練
の
実
施
と
併
せ
て
校
内
運
動
会
が
毎
年
秋
に
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
文
部
省
示
令
「
体
育
デ
ー
」
に
よ
る
も
の
で
、

本
校
で
は
第
一
回
を
大
正
十
五
年
十
一
月
五
日
の
午
後
に
実
施
し
、
職
員
、
在

校
生
、
卒
業
生
計
八
百
人
余
り
が
集
ま
り
、
種
々
の
競
技
に
興
じ
た
。

学
校
教
練
は
結
果
的
に
見
て
徴
兵
を
行
い
易
く
し
、
学
徒
出
陣
と
い
う
異
常

事
態
に
ま
で
｝
導
い
て
ゆ
く
手
段
で
あ
っ
た
。
戦
時
体
制
の
強
化
に
伴
っ
て
教
練

の
内
容
は
厳
格
の
度
を
増
し
て
い
っ
た
。
一
説
に
は
、
本
校
の
み
な
ら
ず
各
学

校
で
順
調
に
軍
事
教
育
が
開
始
さ
れ
た
の
は
巧
妙
な
軍
事
的
手
段
、
つ
ま
り
、

軍
当
局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
性
格
を
考
慮
し
、
そ
れ
に
相
応
し
く
、
ま
た
人

格
的
に
も
教
育
者
た
り
得
る
優
れ
た
上
級
将
校
を
配
属
し
、
よ
い
印
象
を
与
え

る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
た
め
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
初
期
に
お
け
る
そ
の

よ
う
な
配
慮
も
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
失
わ
れ
、
教
練
教
官
の
態
度
は
威
圧
的

と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
本
校
で
も
教
練
教
官
と
生
徒
と
の
衝
突
が
起

こ
っ
た
。
因
み
に
大
正
十
三
年
三
月
に
学
校
配
属
将
校
の
座
右
の
書
と
す
べ
き

『
学
校
教
練
に
関
す
る
参
考
資
料
』
が
配
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
同
年
同
月
陸
軍

士
官
学
校
に
お
け
る
学
校
配
属
将
校
会
同
の
際
の
講
洞
集
で
あ
る
が
、
そ
の
中

の
陸
軍
教
授
大
村
巖
講
演
「
教
育
学
梗
概
」
に
は
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

現
代
ノ
宵
年
カ
一
般
二
藝
術
ヲ
愛
シ
文
弱
二
流
レ
ッ
ツ
ア
ル
ハ
決
、
ン
テ
健
全

ナ
ル
生
活
ニ
ア
ラ
ス
、
数
育
者
ハ
毅
然
ト
シ
テ
此
風
ヲ
矯
正
ス
ル
ニ
奮
闘
七

こ
う
し
た
考
え
は
自
由
と
個
性
の
尊
重
を
校
風
と
す
る
本
校
に
は
適
合
せ

ず
、
も
し
も
そ
れ
を
強
制
す
れ
ば
反
発
が
生
じ
た
と
し
て
も
無
理
は
な
い
。
ま

た
、
軍
事
教
練
は
戦
争
反
対
を
唱
え
る
左
翼
運
動
の
側
か
ら
見
れ
ば
当
然
攻
撃

す
べ
き
対
象
で
あ
り
、
昭
和
初
期
の
左
翼
活
動
が
最
も
盛
ん
だ
っ
た
時
期
に
は

本
校
生
の
な
か
に
も
思
想
的
な
面
か
ら
反
発
す
る
者
が
居
た
。
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
は
版
画
家
の
鈴
木
賢
1

一
で
、
彼
は
本
校
入
学
（
大
正
十
四
年
）
の
一
年

後
く
ら
い
か
ら
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
芸
術
運
動
に
参
加
し
、
左
炭
出
版
物
に
漫
画
や

挿
絵
を
執
筆
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
年
一
月
、
校
内
で
軍
事
教
練
反
対
の
ビ
ラ

（
『
す
ゞ
き
け
ん
じ
版
画
展
』
一
九
八
――-
、
鈴
木
よ
し
）
。
絵
本
作
家
八
島
太
郎
こ
と

を
配
り
、
放
校
処
分
を
受
け
る
と
こ
ろ
、
父
親
の
尽
力
で
自
主
退
学
に
な
っ
た

サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
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岩
松
惇
は
本
校
入
学
（
昭
和
二
年
）
後
左
翼
運
動
に
傾
き
、
同
四
年
三
月
、
前

年
に
引
続
い
て
の
「
体
操
」
と
「
遠
近
法
」
不
合
格
の
廉
で
諭
旨
退
学
を
申
し

渡
さ
れ
、
説
諭
に
応
じ
な
い
ば
か
り
か
、
担
当
職
員
を
殴
っ
た
り
し
た

の
で
除

名
の
処
分
を
受
け
た
。
自
著
『
あ
た
ら
し
い
太
陽
』
(
-
九
七
八
年
、
晶
文
社
）
に

は
そ
の
時
の
情
景
を
描
い
た
版
画
に
添
え
て

「
し
か
し
、
官
立
美
術
学
校
は
、

軍
事
教
練
不
出
席
の
理
由
で
、
私
を
放
り
だ
し
て
し
ま
っ
た
。
い
や
、
陳
述
さ

え
受
け
つ
け
ぬ
生
徒
監
〔
生
徒
主
事
の
誤
り
か
〕
を
一
撃
し
て
、
私
は
学
校
を
捨

て
た
。」
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
八
島
の
場
合
は
持
ち
前
の
奔
放
な

気
質
に
よ
る
反
発
と
い
う
面
が
大
き
い
が
、
そ
こ
に
左
翼
的
思
想
も
介
在
し
て

い
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

③

科

外

講

義

本
校
で
は
従
来
時
折
り
一
般
を
対
象
と
す
る
科
外
講
義
を
開
設
し
た
が
、
大

正
十
四
年
度
に
お
い
て
は
次
の
1

―
つ
が
開
設
さ
れ
た
。

一
、
考
古
学
（
茶
道
、
模
様
論
）
大
正
十
四
年
四
月
＼
同
十
五
年
一＿一
月
、

毎
週
土
耀
日
午
後
一
時
＼
二
時
。
講
師
今
泉
雄
作
（
本
校
講
師
）
。

聴
講
者
男
三
十
人
、
女
五
人
。
受
講
費
無
料
。

二
、
支
那
絵
画
史
（
歴
代
名
画
記
、
図
画
見
聞
誌
、
画
継
）
大
正
十
四
年

四
月
＼
同
十
五
年
一二
月
、
毎
週
火
曜
日
午
前
十
一
時
S
十
二
時
。
講

師
大
村
西
崖
（
本
校
教
授
）
。
聴
講
者
男
二
十
人
、
女
三
人
。
受

講

費
無
料
。

「
學
校
披
張
事
業
二
関
ス
ル
調
査
ノ
件
」
の
問
合
わ
せ
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は

「
學
校
披
張
事
業
ハ
近
時
著
シ
ク
焚
逹
シ
貴
校

二
於
テ
モ

、
従
来
、
各
種
ノ
名

大
正
十
五
年
四
月
、
文
部
省
専
門
学
務
局
長
よ
り
正
木
直
彦
校
長
に
対
し
、

稲
ノ
下
ニ
一
般
民
衆
ヲ
封
象
ト
ス
ル
學
校
披
張
事
業
二
関
シ
施
設
セ
ラ
レ
ク
ル

コ
ト
、
思
料
セ
ラ
ル

、
力
、
今
回
調
査
上
必
要
有
之
、
大
正
十
四
年
度
中
二
於

テ
宜
施
七
ラ
レ
タ
ル
施
設
二
関
シ
」
報
告
せ
よ
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
校
長
は
「
本
校
二
於
テ
ハ
別
段
學
校
擦
張
ヲ
目
的
ト
シ
テ
施
設
ッ
ク

ル
事
業
無
之
只
聴
講
者
二
特
別
ノ
資
格
制
限
ヲ
設
ケ
サ
ル
左
記

〔別
紙
に
上
記

二
科
目
の
実
施
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。
〕
事
業
ハ

梢
々
類
似
セ
ル
モ
ノ
ト
思
考
セ

④

森
芳
太
郎
の
在
外
研
究

教
授
森
芳
太
郎
（
東
北
帝
国
大
学
講
師
兼
任
）
は
大
正
十
四
年
十
一
月
、
文

部
省
よ
り
工
芸
化
学
研
究
の
た
め
満
二
年
間
ド
イ
ッ
在
留
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年

十
二
月
二
十
日
に
出
発
し
た
。
追
っ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
在
留
を
も
命
ぜ
ら

れ
、
昭
和
三
年
三
月
十
四
日
、
研
究
を
遂
げ
て
帰
国
。
本
校
に
復
職
し
、
同
七

年
ま
で
工
芸
化
学
お
よ
び
化
学
実
験
授
業
を
担
当
し
た
。

森
は
明
治
二
十
三
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
大
正
三
年
京
都
帝
国
大
学
工
科
大
学

工
業
化
学
科
を
卒
業
し
、
翌
四
年
か
ら
本
校
の
嘱
託
教
員
と
な
り
、
臨
時
写
真

科
と
製
版
科
の
物
理
学
、
化
学
、
化
学
実
験
や
工
芸
化
学
、
数
学
等
の
授
業
を

担
当
し
た
。
写
真
学
に
造
詣
が
深
く
、
光
化
学
や
写
真
術
第
一
―
一
部
授
業
も
担
当

し
、
鎌
田
弥
寿
治
留
学
中
は
臨
時
写
真
科
主
任
兼
理
事
も
っ
と
め
た
。

『
東
京

美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
に
寄
稿
し
た
「
真
録
の
点
金
着
色
法
の
研
究
」

画
の
洗
浄
に
就
て
」

二
十
八
巻
第
八
号
）
、
「
鉄
器
の
燻
蒸
着
色
に
就
て
」
（
第
二
十
九
巻
第
六
号
）
、
「
古

（第
三
十
巻
第
四
号
）
に
研
究
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
出
来

る
。
特
に
「
古
画
の
洗
浄
に
就
て
」
は
大
英
博
物
館
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト

(D
r
.

A
l
e
x
a
n
d
e
r
 
S
c
o
t
t
)

を
中
心
と
す
る
科
学
研
究
室
の
仕
事
を
参
観
し
て
発

ラ
レ
候
」
云
々
と
回
答
し
て
い
る。
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